
 

  

 

コロナ支え合い基金に 

ご支援いただき、 

ありがとうございます！！ 

 

寄付先団体のみなさんからのお礼と活動報告です。 

ぜひご覧ください！ 

 

 



 

 

 

いつも暖かいご支援・ご協力をありがとうございます。 

 

当館では、「面(おもて)と人形(ひとかた)は語る」展を 11 月 23 日(祝月)まで開催しています。能面やダンボール

でできた仮面、フェルト人形や点と線が結ばれ浮かび上がる人の姿など、そこにあるだけで存在感があり、言葉

でなく語りかけてくる、作り手の豊かな感性、精神性が表現された作品を紹介しています。 

10 月にはワークショップも開催します。詳細につきましては、当館 WEB ページや FB ページ、instagram をご

確認ください。ご興味ある方はご予約の上、ぜひご参加ください。 

今後も引き続きご支援・ご協力の程、何卒よろしくお願いいたします。 

そして、皆様のご来館をお待ちしております。 

 

認定 NPO 法人 もう一つの美術館 五味渕 仁美 

Mail: mob@nactv.ne.jp  HP:  http://www.mobmuseum.org/ 

Facebook: https://www.facebook.com/mobmuseum2001/  

Instagram: https://www.instagram.com/mob_museum/ 

 

 

 

 

こんにちは、 

そらいろコアラ 共同代表理事の鳥飼 蓬子と申します。 

この度は、「がんばろう栃木！コロナ支え合い基金」を通じて、ご寄付のご支援をいただき誠にありがとうござい

ました。 

行政委託等のないまま活動を進める私たちにとって、本当に大きな活動資金になります。 

子育て・妊娠・出産の LINE 相談「コア LINE」を通じた、特定妊婦さんはじめとする妊産婦支援のために、 

大切に使わせていただきます。ありがとうございます。 

御礼と活動ご報告に代えて、 

メルマガ形式で配信しております活動報告をお送りさせていただきます。（ 8 月以降 4 号分） 

団体や活動へご関心を寄せてくださっている方々へ向けて、月に数回、日曜日に配信しています。 

同メルマガは無料で簡単に登録できますので、よろしければ是非ご登録ください。 

 

メルマガ登録フォーム：https://forms.gle/91T1sWB2g3RND1zG7 

 

今後も引き続き、活動を見守っていただけますと幸いです。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

そらいろコアラ  共同代表理事 鳥飼 蓬子 

Email: sora.iro.koala.npo@gmail.com 

ホームページ： https://npo-sorairokoala.jimdofree.com/ 

Twitter: @sorairo_koala 

そらいろコアラ さん 活動報告とお礼 

 

もうひとつの美術館 さん 活動報告とお礼 
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ご支援、ありがとうございました。 

 「コロナ支え合い基金」を通じてのたくさんのご支援ありがとうございました。 

 コロナウイルスの影響により〔在宅就労〕が注目されるようになりました。就労を目指すチャレンジドには様々

な逆境が存在します。そんな中での、コロナウイルスの蔓延という事態は悲しむべきことであり、乗り越えるべ

きあらたな課題として加わりました。私達はあえて前向きな姿勢として〔在宅就労への注目〕をひとつの光明と

捉え、いかなる形であろうが〔仕事がしたい。社会に羽ばたきたい〕というチャレンジドの熱意に応えるべく、

温かいご支援を活かしていこうと考えております。 

 

チャレンジド・コミュニティ  理事長 金井 光一 チャレンジド IT センター  センター長 矢口 真 

HP https://npocc.org/    メールアドレス info@npocc.org 

 

 

 

 

 この度は、基金を通じて当法人を応援してくださり、本当にありがとうございます。私たちは、コロナの影響

により「人と繋がる場」がなくなってしまった方々を、高齢者を中心に支援するための取り組みを進めました。

表現の非常に難しいところですが、対策を進めた上で「人と会う」という選択肢自体は提示し続けることが重要

だということを現場にて実感しております。 

 そのための、対策の徹底としての消息液の充足や集まれる場所の設備の見直しなど

に今回の資金を当てさせていただきます。 

 皆様の本当に貴重な財産を、期待とともにご寄付いただいたことを丁寧に受け止め、

引き続き邁進していきます。 今後とも応援のほど、よろしくお願いいたします。 

 

一般社団法人えんがお  代表理事 濱野将行 

Mail : engawa.smile@gmail.com  Tell  : 0287339110 HP  :  https://www.engawa-smile.org 

 

 

 

この度は、私たちうりずんの「難病・コロナと闘う子どもと家族に笑顔を！」プログラムへ、沢山のご寄付

をいただき、心より御礼申し上げます。うりずんは、重い障がいをもつ子どもをお預かりして、24 時間片時も

離れることができない厳しい介護を担う家族に、ひと時の休息を提供しています。平常時でも大変なご苦労さ

れているご利用者・ご家族がコロナ禍で更なる苦難を被ることなく、笑顔で過ごされるお手伝いをさせていた

だければと願っています。いただいたご寄付は、お子様たちを安全安心にお預かりするための衛生物品の購入

や、来所できない子どもたちとのオンライプログラム作成等に有効に活用させていただきます。今後も、ご支

援くださいますよう、お願い申し上げます。 

 

認定 NPO 法人うりずん 我妻英司 

Mail: urizn@hibari-clinic.com   HP： https://www.npourizn.org/ 

 

チャレンジドコミュニティ さん 活動報告とお礼 

えんがお さん 活動報告とお礼 

 

うりずん さん 活動報告とお礼 
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この度は、「がんばろう栃木！コロナ支え合い基金」を通じて、ご寄付のご支援をいただき誠にありがとうござい

ました。 

 新型コロナウイルスの感染者が増える中、活動自粛も考えることが多々ありました。しかし、活動を自粛して

しまうとコロナウイルスの影響で日々増えている生活に困っている人に対しての食品の支援ができなくなって

しまうので、できるだけ対策をして活動する選択を行いました。おかげさまで食品の寄贈も沢山いただくことが

できました。 

 困窮している子どもを抱えている家庭の力となるべく活動を続けていきたいと思いますので、今後ともご協力

お願いいたします。 なお、活動の様子は Twitter でも日々発信中です。ぜひご覧ください。 

 

NPO 法人フードバンクうつのみや 徳山篤 

Mail: info@fbu2189.org   HP https://fbu2189.org/  

Twitter  https://twitter.com/FB_utsunomiya_ 

 

 

 

 

コロナ禍は、生きづらさを抱えた若者達にも多大なる不安をもたらしました。動き出せないでいた若者が、勇気

を奮い立たせてできることから少しずつ踏み出してみよう・・・そう思っていた矢先の自粛要請。 

出鼻を挫かれてしまった彼らは、これからどうしたらよいのか混乱した気持ちを抱えて日々を過ごしています。 

 

僅かなバイトの収入で綱渡りのような日々を過ごしている若者からは、コロナ禍で仕事が減ってしまった時に

「もう死ぬしかないから・・」と嘆くメールが何通も届きました。 

どのように自分の人生を歩んでいったらよいのか、そもそも生きづらさを抱えていた若者たちにとって、この事

態に不安は深まるばかりです。 

 

そんな彼らとラインやメールでつながり続けることや、食材などの物資を届けに顔を出したりしながら、共にこ

の困難な状況を乗り越えていきたいと切に願っています。 

 

一般社団法人 栃木県若年者支援機構 吉井 ひさの 

Mail:  info@tochigi-yso.org  HP: https://www.tochigi-yso.org/ 

 

 

 

 

コロナウイルスの影響により、子どもたちの自然体験や外遊びの機会が減っています。みんなで、外で楽しく

遊んだり、自然に触れあったりすることは子どもたちにとって大切な時間です。皆様のご支援により、コロナウ

イルスに気をつけながら、子どもたちが安全に楽しく遊べる里山を整備し、子どもたちが少人数で、里山で遊ぶ

機会を提供しています。 

現在、益子町、市貝町、栃木市の里山や竹林の整備を行っています。こうした里山をいかして、森でリフレ

フードバンクうつのみや さん 活動報告とお礼 

 

栃木県若年者支援機構 さん 活動報告とお礼 

トチギ環境未来基地 さん 活動報告とお礼 
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ッシュプログラムも定期的に継続して開催しています。保護者の方々からも『今回のプログラムには、本当に

救われました。子どもも親もたくさんストレスを感じていたので、お互いに良い気分転換になりました』、『運

動不足が続いていたので、森の中で友達と走り回ったり、遊んだりできたのは子どもにとってもすごく楽しか

ったようです』といった感想をいただいています。引き続きご支援よろしくお願いします。 

 

NPO 法人 トチギ環境未来基地 

Mail: tochigi@conservation-corps.jp HP:  https://www.tochigi-cc.org/ 

 

 

 

 

この度は「がんばろう栃木！コロナ支え合い基金」を通じてご支援をいただき、ありがとうございます。 

セラピー犬は「補助犬法」に守られている盲導犬などとは違い、活動費のすべてを独自に調達しなくてはなりま

せん。当会は直営のドッグカフェの収益で活動費用の不足分を賄って参りましたが、コロナ禍は飲食業を直撃し

ており、運営が危機的な状態に陥っています。 

活動を継続し、次の時代につなぐためにこの度のご支援は大切に使わせていただきます。 

 

そして、皆さんからのご支援のお礼として、今の私たちにできることを考えています。近いうちにお知らせでき

る予定ですので、Facebook やウェブサイトをご確認ください。 

■ https://www.アニマルセラピー.jp/ （ウェブサイト） 

■ https://www.facebook.com/iyashi.animal/ （フェイスブック） 

 

直営のドッグカフェ「Maera」はセラピードッグに会える全国で唯一のドッグカフェです。機会があればセラピ

ードッグに会いに来てアニマルセラピーを体験してください。 

■ https://www.maera.jp/ 

れからも引き続き、ご支援をお願いします。 

-- 

NPO 法人とちぎアニマルセラピー協会   理事長 平澤 剛 

 

 

 

こんにちは。キーデザインの代表土橋と申します。 

このコロナ禍で、起きた学校や生活の変化で不登校につながるケースが増えています。子どもの不登校に悩む親

御さん向けの LINE 相談窓口をオープンしてから約 4 か月。登録者数が 250 名を超え 120 名以上の方とやり取

りをしそこからフリースクールやホームスクールにつながった事例もあります。 

最近は窓口利用の方対象でアンケートを取り 125 件の回答を得られました。この回答内容を参考に今後の取組み

を改善していくことまたメディア等で発信することで一人ひとりの声を社会にひろく届けこの社会に不登校に

悩む家族を０にします。 

これからもどうぞよろしくお願いします！ 

 

 NPO 法人キーデザイン  代表理事土橋優平 

Mail: info@npo-keydesign.org   HP: https://www.npo-keydesign.org/   

とちぎアニマルセラピー協会 さん 活動報告とお礼 

キーデザイン さん 活動報告とお礼 
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これまで我々は、「人と自然を結ぶ。自然の中で人と人を結ぶ」活動を行ってきました。しかし、このコロナ禍に

おいてこれまで我々が育んできた人々と手と手を取り合いながら行うような自然の中での体験活動の実施が困

難となって来てしまいました。 

しかし、そのような状況の中でも、サシバの里自然学校ではオンライを活用した自然とのふれあいの機会、三密

を避けながらの少人数での自然体験を徐々にですが再開しつつあります。 

また、このコロナ支え合い基金をきっかけに栃木県内の自然体験活動団体のつながりを強固にしようとネットワ

ーク組織を準備中です。 

まだまだ先の見通せないコロナ禍ですが、自然体験の重要性、必要性を幅広く伝えていければと考えています。 

今後とも引き続きご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

サシバの里自然学校 校長  

とちぎ自然体験活動ネットワーク準備委員会 代表  遠藤 隼 

Mail: sashiba.natureschool@gmail.com  HP: https://www.sashiba-ns.com/ 

 

 

 

 

 ６月に宇都宮市医師会と共同で必要な物品についてのアンケートを実施しました。その結果、宇都宮市内医療

機関約 400 団体のうち 106 件から回答がありました。 

 内容は、 

①「病院、有床診療所、無床診療所」のうち、診療所でのニーズが高い。⇒比較的小規模の医療機関が大変にな

っている。 

②コロナでの外来を受け付けていない診療所でも、受診者（診療報酬）が減っている。 

などが推察されました。その意味で今回のアンケート対象になっていない歯科医院はもっと大変になっていると

思われます。今後アンケート内容を公表しタイミングをみて防護具・消毒薬を募集し配布する予定です。 

 防護具、消毒薬確保プロジェクト実行委員会（とちぎボランティアネットワーク内） 

 事務局・矢野正広 Mail: info@tochigivnet.jp 

 

 

 

 

だいじょうぶの食材提供プログラムにご支援いただいた皆様。ありがとうございます。 

 コロナ支え合い基金を通じていただいたご寄付と、直接だいじょうぶに寄せられるご寄付、今市ロータリーク

ラブからいただく予定の助成金を使って、12 月に食材 100 セットの配布会を計画中です。追って、配布会の様

子等お伝えできればと思っております。報告をお待ちください。 

 12 月の配布だけでは終わらず、それ以降も必要に応じて食材支援を考えております。引き続き、ご支援、よろ

しくお願いいたします。 

NPO 法人だいじょうぶ  前田 利一 

Mail: hope@npo-daijobu.com  HP:  https://www.npo-daijobu.com/ 

サシバの里自然学校 さん 活動報告とお礼 

 

市民による防護具実行委員会 さん 活動報告とお礼 

だいじょうぶ さん 活動報告とお礼 
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